
5　鎌倉時代刊本『般若心経秘鍵』（甲田）

【
資
料
紹
介
】

　
　
　

鎌
倉
時
代
刊
本
『
般
若
心
経
秘
鍵
』

　

高
祖
撰
述
書
の
開
版
は
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
の
東
大
寺
真
言
院
聖
守
（
一
二
一
九
～
九
一
。
醍
醐
報
恩
院
憲
深
の
付
法
資
、

中
道
上
人
）
に
依
る
『
即
身
成
仏
義
』
一
帖
（
※
粘
葉
装
）
を
嚆
矢
と
す
る
。
こ
れ
に
影
響
さ
れ
た
も
の
か
、
高
野
山
で
は
同
五
年
に
『
三

教
指
帰
』
三
巻
（
※
巻
子
本
）
を
始
め
と
し
、
以
後
は
経
典
・
疏
・
論
等
に
わ
た
っ
て
相
い
次
い
で
開
版
さ
れ
、
謂
わ
ゆ
る
鎌
倉
後

期
の
《
高
野
板
》
刊
行
の
盛
況
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
の
中
、
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
所
蔵
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
一
帖
は
、

刊
記
は
な
い
も
の
の
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
同
時
代
に
高
野
山
で
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
唯
一
の
遺
品
で
あ
り
、
書
誌
学

上
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

　

本
書
は
平
成
十
九
年
二
月
に
東
京
・
某
古
書
店
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
保
存
状
態
は
良
好
と
は
言
え
な
い
。
本
書
の

書
誌
は
次
の
と
お
り
。
粘
葉
装
で
、
現
今
は
綴
じ
目
の
方
か
ら
約
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
所
を
糸
で
綴
じ
る
。
前
後
の
表
紙
は
色
褪

せ
が
甚
だ
し
く
、
元
の
色
は
分
明
で
な
い
が
、
或
い
は
焦
茶
色
か
。
尤
も
、
現
在
の
見
た
目
は
殆
ど
黒
色
に
見
え
る
。
但
し
、
前

後
共
に
後
補
の
貼
り
付
け
と
考
え
ら
れ
る
。
前
表
紙
の
左
上
隅
に
長
さ
一
〇
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
貼
り
題
箋
あ
り
、
「
□
（
※
般
）
若
心
経
秘
鍵
」
と
墨
書
す
る
。
本
体
は
縦
二
三
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
四
・
六
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
。
但
し
、
版
面
の
本
文
の
上
下
と
外
側
と
の
間
隔
が
や
や
狭
い
の
で
、
恐
ら
く
綴
じ
目
を
除
く
三
方
が
裁
断
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。
本
文
料
紙
は
厚
手
の
斐
混
じ
り
楮
紙
で
両
面
刷
り
、
一
面
六
行
、
一
行
原
則
十
七
字
、
総
料
紙
の
八
枚
を
二
つ
折
り

に
す
る
の
で
十
六
丁
（
※
本
文
初
め
が
第
二
丁
表
）
と
な
る
が
、
印
刷
面
は
第
十
四
丁
裏
ま
で
。
版
面
は
凡
そ
縦
二
〇
・
七
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
、
横
一
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
位
か
。
本
文
に
は
影
響
が
な
い
程
度
の
虫
損
が
あ
る
。
本
文
は
白
文
で
、
墨
書
の
振
り
カ
ナ
・
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送
り
カ
ナ
と
一
部
に
返
り
点
を
加
え
る
が
、
後
述
の
事
情
に
依
っ
て
、
同
筆
か
否
か
判
断
し
難
い
箇
所
が
あ
る
。
後
掲
の
影
印
で

は
殆
ど
判
別
出
来
な
い
が
、
部
分
的
に
返
り
点
・
熟
語
の
音
引
き
・
送
り
カ
ナ
を
朱
書
で
加
え
て
い
る
。
こ
れ
も
墨
カ
ナ
と
同
時

に
加
え
ら
れ
た
も
の
か
、
判
断
し
づ
ら
い
。
又
、
前
表
紙
の
裏
に
は
後
筆
墨
書
「
主
盛
誉
」
の
他
、
角
印
が
朱
で
二
顆
捺
さ
れ
て

い
る
が
、
印
文
は
判
読
で
き
な
い
。
全
体
的
に
元
の
料
紙
の
色
か
ら
は
相
当
黒
ず
ん
で
お
り
、
下
部
に
は
明
ら
か
な
染
み
が
残
る
。

本
書
の
現
状
か
ら
推
測
す
る
に
、
恐
ら
く
水
害
等
に
依
っ
て
泥
を
か
ぶ
っ
た
の
を
、
何
ら
か
の
方
法
で
拭
い
取
っ
た
ら
し
く
、
印

刷
さ
れ
た
本
文
の
文
字
や
加
筆
の
カ
ナ
に
擦
れ
た
形
跡
が
見
ら
れ
る
。
料
紙
が
変
色
し
て
い
る
の
は
そ
の
影
響
と
考
え
ら
れ
、
三

方
の
裁
断
や
表
紙
の
貼
付
は
そ
の
後
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
又
、
本
書
の
左
側
か
ら
六
・
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
所
に
、
本
書
自
体
を

縦
二
つ
折
り
に
し
た
折
り
目
が
あ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
書
籍
と
し
て
の
保
存
状
態
は
よ
ろ
し
く
な
い
。
又
、
影
印
か
ら
も
明
ら
か

な
様
に
、
印
板
の
文
字
に
は
所
々
欠
け
た
部
分
が
あ
り
、
全
く
の
後
印
本
で
あ
る
。
現
在
は
紺
色
布
貼
り
の
帙
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。

　

第
十
五
丁
表
に
、
次
の
加
点
の
墨
書
奥
書
が
あ
る
。

　
　
　
　
　

元
應
元
（
※
一
三
一
九
）　

六　

廿
九

　
　
　
　
　
　
　

於
高
野
山
寶
幢
院
一
點
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
（
※
頼
か
）
之

　

更
に
そ
の
次
に
別
筆
「
於
高
野
山
」
、
そ
の
次
に
室
町
期
と
思
わ
れ
る
「
傳
領
金
剛
佛
子
十
範
」
の
加
筆
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
上

部
に
昭
和
十
年
に
書
き
加
え
ら
れ
た
京
都
帝
国
大
学
教
授
清
野
謙
次
氏
（
一
八
八
五
～
一
九
五
五
）
の
墨
書
注
記
が
あ
る
。
更
に

第
十
五
丁
裏
か
ら
第
十
六
丁
表
に
か
け
て
、
後
世
の
「
虚
空
蔵
咒
」
以
下
八
種
の
真
言
等
の
加
筆
が
あ
る
。
最
末
の
「
高
野
山
／

龍
生
院
」
は
、
江
戸
時
代
に
は
谷
上
（
※
高
野
山
上
の
地
域
の
名
、
ほ
ぼ
現
在
の
高
野
山
高
校
の
敷
地
に
相
当
す
る
）
の
一
画
に
あ
り
、
江

戸
後
期
に
纏
め
ら
れ
た
『
金
剛
峯
寺
諸
院
家
析
負
輯
』
二
に
は
「
開
基
、
相
い
知
り
申
さ
ず
」
と
し
、
「
元
和
九
年
（
※
一
六
二
三
）

院
領
帳
に
八
石
龍
生
院
と
あ
り
」
（
『
続
真
言
宗
全
書
』
三
四
・
一
二
八
頁
）
と
云
う
。
龍
生
院
が
本
書
の
最
終
所
蔵
寺
院
で
あ
る
と

す
れ
ば
、
明
治
以
後
は
廃
絶
し
た
の
で
本
書
も
流
出
し
、
昭
和
初
期
頃
、
何
ら
か
の
事
情
で
和
洋
古
書
の
収
集
家
と
し
て
も
知
ら
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れ
る
清
野
氏
の
手
に
渡
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

『
般
若
心
経
秘
鍵
』
は
真
言
宗
教
学
の
一
端
を
な
す
、
謂
わ
ゆ
る
『
十
巻
章
』
の
一
つ
と
し
て
も
、
古
く
か
ら
祈
祷
の
た
め
の
読

誦
用
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
刊
記
が
確
認
出
来
る
本
は
清
野
氏
注
記
の
と
お
り
、
現
在
、
お
茶
の
水
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ

る
永
和
四
年
（
一
三
七
八
）
快
成
書
・
檀
那
大
教
が
開
版
し
た
も
の
で
あ
る
（
川
瀬
一
馬
編
『
お
茶
の
水
図
書
館
蔵　

新
修
成
簣

堂
文
庫
善
本
書
目
』
、
お
茶
の
水
図
書
館
、
平
成
四
年
刊
）
。
『
書
目
』
の
解
説
（
四
四
八
頁
）
に
は
高
野
版
と
あ
る
が
、
水
原
堯
栄

師
『
高
野
板
之
研
究
』
（
森
江
書
店
、
昭
和
七
年
刊
）
に
は
言
及
が
な
く
、
或
い
は
根
来
版
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
も
図
版

の
写
真
に
依
る
限
り
初
印
本
で
は
な
く
、
且
つ
一
見
し
て
密
教
文
化
研
究
所
所
蔵
本
と
同
一
刊
本
で
は
な
い
。
又
、
川
瀬
一
馬
編
『
龍

門
文
庫
善
本
書
目
』
（
阪
本
龍
門
文
庫
、
昭
和
五
十
七
年
刊
）
に
は
鎌
倉
末
期
刊
・
南
都
版
と
い
う
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
一
巻
を
載

せ
る
（
二
一
一
頁
）
が
、
こ
れ
は
一
面
四
行
の
折
本
で
、
主
に
祈
祷
等
の
た
め
の
読
誦
に
用
い
ら
れ
た
も
の
（
※
俗
に
『
秘
鍵
経
』
と

称
す
る
）
。
こ
の
体
裁
の
経
本
は
以
後
、
各
時
代
に
複
数
の
刊
本
が
存
在
す
る
。

　

今
の
本
書
の
刊
行
時
期
を
決
定
す
る
要
素
は
、
加
点
奥
書
の
元
応
元
年
（
一
三
一
九
）
以
前
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、

こ
の
加
点
の
カ
ナ
遣
い
は
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
用
い
ら
れ
た
古
体
の
カ
ナ
と
、
室
町
時
代
以
降
に
用
い
ら
れ
た
、
近
世
に

通
ず
る
カ
ナ
が
混
在
し
て
お
り
、
こ
れ
も
加
点
の
時
代
性
を
表
わ
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
頼
瑜
記
『
真
俗
雑
記
問
答
抄
』
十
三
（
※

雑
記
で
あ
る
か
ら
写
本
に
依
る
調
巻
の
異
動
が
あ
り
、
水
原
師
は
「
第
二
十
巻
」
と
す
る
）
に
載
せ
る
「
四
十
三
、
真
宗
（
※
傍
注
「
言
イ
」
）

書
籍
摺
写
料
紙
并
用
途
（
※
イ
本
に
は
「
意
」
）
事
」
に
は
「
釈
論
料
紙
三
帖
（
用
途
（
※
イ
本
に
は
「
意
」
）
」
以
下
、
合
計
十
四
部
に

要
す
る
料
紙
と
摺
り
賃
を
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
「
秘
鍵
五
枚
（
二
十
七
文
）
」
と
見
え
る
（
『
真
言
宗
全
書
』
三
七
・
二
四
八

頁
）
。
水
原
師
は
『
高
野
板
之
研
究
』
で
も
『
高
野
板
開
板
目
録
』
三
帖
一
冊
一
帙
（
同
師
、
昭
和
七
年
刊
）
の
解
説
で
も
、
こ
の

記
事
を
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
の
目
録
と
す
る
が
、
こ
の
年
記
は
『
真
俗
雑
記
』
の
所
々
に
見
え
る
日
付
を
『
同
記
』
全
体
の

記
述
の
年
次
と
見
た
も
の
ら
し
く
、
『
真
言
宗
全
書
』
本
で
は
こ
の
直
前
に
、
頼
瑜
自
身
が
文
永
元
年
（
一
二
六
四
）
七
月
下
旬
か

ら
醍
醐
寺
報
恩
院
で
ダ
ト
の
法
を
始
行
し
、
翌
年
五
月
に
舎
利
二
粒
を
感
得
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
同
・
二
四
七
頁
）
の
で
、
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少
な
く
と
も
文
永
元
年
以
前
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
こ
の
後
に
『
秘
鍵
』
の
刊
本
が
確
認
出
来
る
の
は
、
水
原
師
『
開
板

目
録
』
に
納
め
る
延
慶
四
年
（
一
三
〇
八
）
注
進
の
『
高
野
山
印
板
聖
教
目
録
』
一
帖
（
※
写
本
の
複
製
）
で
、
「
秘
鍵
七
丁
（
※
傍

注
「
イ
八
丁
」
）
／
上
品
（
百
）　

中
品
（
五
十
）　

下
品
（
三
十
四
文
）
」
と
記
録
さ
れ
る
。
又
、
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
了
性
写
『
教

相
目
録
（
高
野
印
板
経
蔵
打
札
）
』
一
帖
に
も
「
秘
鍵
一
帖
（
八
丁
／
三
十
四
文
）
」
と
あ
り
。
こ
れ
ら
に
依
れ
ば
、
高
野
山
で
法
談
・

論
義
が
盛
ん
に
な
っ
た
鎌
倉
後
期
に
は
『
般
若
心
経
秘
鍵
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
く
、
後
印
本
で
あ
る
と
は
云
え
、

密
教
文
化
研
究
所
所
蔵
本
が
そ
の
印
本
に
相
当
す
る
と
思
量
さ
れ
る
。
但
し
、
本
書
に
は
「
開
悟
」
を
「
開
語
」
、「
礦
石
」
を
「
硑
（
※

原
文
は
文
字
分
明
な
ら
ず
）
石
」
と
す
る
、
誤
刻
と
見
ら
れ
る
箇
所
が
あ
り
、
永
和
四
年
（
一
三
七
八
）
に
改
め
て
開
版
さ
れ
て
い
る

の
は
、
こ
れ
ら
の
訂
正
の
意
味
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

次
下
に
影
印
を
載
せ
る
の
で
不
要
と
も
思
わ
れ
る
が
、
写
真
で
は
分
明
で
な
い
箇
所
も
あ
る
の
で
、
以
下
に
訓
み
下
し
文
を
挙

げ
る
。
こ
れ
は
主
に
本
書
に
付
せ
ら
れ
た
カ
ナ
・
返
点
に
依
る
が
、
何
れ
も
十
分
で
は
な
い
の
で
、
な
る
べ
く
加
点
の
趣
き
を
損

な
わ
な
い
様
に
心
が
け
な
が
ら
、
近
世
来
の
訓
読
法
を
も
参
照
し
て
補
っ
た
部
分
が
あ
る
。
漢
字
は
少
々
の
異
体
字
で
あ
っ
て
も

Unicode

の
範
囲
内
に
と
ど
め
、
そ
れ
以
外
の
異
体
字
は
特
に
偏
や
旁
を
注
記
し
た
。
カ
ナ
は
古
体
の
字
は
総
て
現
在
の
カ
ナ
文

字
を
用
い
た
が
、
当
時
の
通
例
と
し
て
濁
点
は
な
い
の
で
、
濁
る
べ
き
と
こ
ろ
は
近
世
様
に
濁
っ
て
訓
み
、
振
り
カ
ナ
も
改
め
た
。

但
し
、
カ
ナ
の
音
読
は
「
幻
影
」
の
「
ク
エ
ン
ヤ
ウ
（
※
現
代
で
は
「
ゲ
ン
ヨ
ウ
」
）
」
、
「
妄
執
」
の
「
マ
ウ
シ
ウ
（
※
「
モ
ウ
ジ
ュ
ウ
」
）
」

等
の
様
に
、
古
い
カ
ナ
使
い
を
残
す
例
は
ほ
ぼ
そ
の
と
お
り
に
し
た
。
な
お
、
振
り
カ
ナ
の
片
カ
ナ
は
音
読
、
平
か
な
は
訓
読
を

区
別
し
た
も
の
。
本
文
中
の
梵
字
は
現
代
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
か
ら
す
れ
ば
誤
り
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
原
文
を
尊
重
し
て

多
く
そ
の
ま
ま
と
し
た
。
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【
外
題
】
□
（
※
般
）
若
心
経
秘
鍵

般
若
心
經
秘
鍵
（
并
序
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遍
照
金
剛
撰

文
殊
の
利
劍
は
諸
戲
を
絶
つ　
　

覺
母
の
梵
文
は
調
御
の
師
な
り

チ
ク 

マ
ム

の
眞
言
を
種
子
と
為す　
　

諸
敎
を
含
蔵
せ
る
陀
羅
尼
な
り

無
邊
の
生
死
、
何い

か

が
能
く
断た

つ　
　

唯
、
禪
那
正
思
惟
の
み
有
り

尊
者
の
三
摩
は
仁
、
讓ゆ

づ

ら
ず　
　

我
今
讃
述ジ

ュ
ツす

、
哀
悲
を
垂
れ
た
ま
え

夫
れ
佛
法
、
遥
か
に
非
ず
、
心
中
に
し
て
即
ち
近
し
。
眞
如
、
外
に
非
ず
、
身
を
弃す

て
て
何い

つ

か
求
め
ん
。
迷
悟
、
我
に
在あ

り
。
則

ち
發
心
す
れ
ば
即
ち
到
る
。
明
暗
、
他
に
非
ず
。
則
ち
信
修
す
れ
ば
忽

た
ち
ま
ちに

證
す
。
哀
れ
な
る
哉
、
哀
れ
な
る
哉
、
長
眠
の
子
。
苦

し
い
哉
、
痛い

た

ま
し
き
哉
、
狂

キ
ョ
ウ

醉ス
イ

の
人
、
痛
狂
は
醉
わ
ざ
る
を
咲わ

ら

い
、
酷コ

ク

睡ス
イ

は
覺
者
を
嘲あ

ざ

む
け
る
（
※
朱
左
訓
「
あ
ざ
け
る
」
）
。
曽
て
醫

王
の
藥
を
訪
わ
ず
ば
、
何
の
時
に
か
大
日
の
光
を
見
ん
。
翳
障
の
輕
重
、
覺
悟
遅
速
の
機
根
不
同
に
し
て
、
性
欲
即
ち
異
な
る
が

若
き
に
至
っ
て
は
、
遂
に
使
て
二
教
、
轍あ

と

を
殊
に
し
て
、
手
を
金
蓮
の
場
に
分
か
ち
、
五
乗
、
鑣

く
つ
ば
みを

べ
て
、
蹄
（
※
左
訓
「
ひ
づ
め
」
）

を
幻
影
の
埒ら

ち

に
踠
つ
。
其
の
解
毒
に
隨
っ
て
藥
を
得
る
こ
と
即
ち
別
な
り
。
慈
父
導
子
の
方
、
大
綱
、
此こ

れ
に
在
り
。

大
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
と
者
は
、
即
ち
是
れ
大
般
若
菩
薩
の
大
心
眞
言
三
摩
地
法
門
な
り
。
文
は
一
紙
に
欠た

ら
ず
、
行
（
※
平
声
濁

点
あ
り
）
は
即
ち
十
四
な
り
。
謂
う
可
し
、
簡
（
※
原
文
は
艸
冠
、
以
下
同
）
に
し
て
要
な
り
。
約

つ
づ
ま
やに

し
て
深
し
。
五
蔵
の
般
若
は
一

句
に
嗛ふ

く

む
で
飽あ

か
ず
。
七
宗
の
行
果
は
一
行
に
歠の

む
で
足
ら
ず
。
觀
在
薩
埵
は
則
ち
諸
乗
の
行
人
を
擧
げ
て
、
度
苦
涅
槃
は
則
ち

諸
敎
の
得
樂
を
褰か

か

ぐ
。
五
蘊
は
横
に
迷
境
を
指
し
、
三
佛
は
竪
に
悟
心
を
示
す
。
色
空
と
言
え
ば
、
則
ち
普
賢
、
頤

お
と
が
いを

圓
融
の
義

に
解
き
、
不
生
と
談
ず
れ
ば
、
則
ち
文
殊
、
顔か

を

を
絶
戲
の
觀
に
破
る
。
之
を
識
界
と
説
け
ば
、
簡
持
、
手
を
拍う

ち
、
之
を
境
智
と

泯
ず
れ
ば
、
歸
一
、
心
に

快
こ
こ
ろ
よ
くす

。
十
二
因
緣
は
生
滅
を
麟リ

ン

角カ
ク

に
（
※
送
り
カ
ナ
「
に
」
は
朱
）
指
す
。
四
諦
の
法
輪
は
苦
空
を
羊
車

に
驚

を
ど
ろ

か
す
。
況
や
復
、

 

の
二
字
は
諸
蔵
の
行
果
を
呑の

み
、

 

の
兩
言
は
顯
蜜
の
法
敎
を
孕は

ら

め
り
。
一
一
聲
字
は
歴
劫
の
談

に
も
盡
き
ず
。
一
一
名
實
、
塵
滴
の
佛
に
極
む
る
こ
と
無
し
。
是
の
故
に
、
誦
持
講
供
す
れ
ば
、
則
ち
苦
を
拔ぬ

き
樂
を
與
う
。
修
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習ジ
ュ
ウ

思
惟
す
れ
ば
、
則
ち
道
を
得
、
通
を
起お

こ
す
。
甚
深
の
稱
、
誠
に
冝
く
然
か
る
可
し
。
余ヨ

、
敎
童
の
次つ

い
で
に
、
聊

い
さ
さ

か
綱コ

ウ

要エ
ウ

を

撮と

っ
て
彼
の
五
分
を
釋
す
。
釋
家
、
多
と
雖
も
、
未
だ
此
の
幽イ

ウ

を
釣つ

ら
ず
。
翻ホ

ン

譯ヤ
ク

の
同
異
、
顯
密
の
差
別
、
並
び
に
後
に
釋
す
る

が
如
し
。
或あ

る
ひ
と
問
う
て
云
わ
く
、
般
若
は
第
二
未
了
の
敎
な
り
、
何
ぞ
能
く
三
顯
の
經
を
呑
ま
む
。
如
來
の
説
法
は
一
字
に

五
乗
の
義
を
含
み
、
一
念
に
三
蔵
の
法
を
説
き
た
ま
う
。
何
か
に
況
わ
ん
や
、
一
部
一
品
に
何
ぞ
匱と

も

し
く
、
何
ぞ
無
か
ら
む
。
龜

卦
爻
蓍シ

、
萬
象
を
含
む
で
盡
く
す
こ
と
無
く
、
帝
網
聲
論
、
諸
義
を
呑の

む
で
窮き

わ

ま
ら
ず
。
難ナ

ン

者
の
曰
く
、
若
し
然
ら
ば
、
前
來
の

法
匠シ

ョ
ウ、

何
ぞ
斯
の
言
を
吐は

か
ざ
る
。
答
う
、
聖
人
の
藥
を
投
ぐ
こ
と
、
機
の
深ジ

ン

淺セ
ン

に
隨
っ
て
、
賢
者
の
説
黙
、
時
を
待
ち
人
を
待
つ
。

吾
れ
、
未
だ
知
ら
ず
、
盖け

だ

し
言い

う
可
き
を
言
わ
ざ
る
か
、
言
う
ま
じ
け
れ
ば
言
わ
ざ
る
か
、
言
う
ま
じ
き
を
之
を
言
え
ら
ん
。
失と

が

、

智
人
、
斷

こ
と
わ

れ
而
已
み
。

佛
説
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
多
心
經
と
者
は
、
此
の
題ダ

イ

額ガ
ク

に
就つ

い
て
二
の
別
有
り
。
梵
漢
別
な
る
が
故
に
。
今
謂
わ
く
、
佛
説
摩
訶
般

若
波
羅
蜜
多
心
經
と
者
は
、
胡
漢
雜ま

じ

え
擧あ

げ
た
り
。
説
心
經
の
三
字
は
漢
名
な
り
。
餘
の
九
字
は
胡
号
（
※
朱
傍
注
「
號
イ
」
）
な
り
。

若
し
具
さ
な
る
梵
名
な
ら
ば
、

ボ 

ダ 

ハ 

シ
ャ 

マ 

カ 

ハ
ラ 

ジ
ャ 

ハ
ラ 

ミ 

タ 

カ
リ 

ダ 
ソ 
タ
ラ
ンと

曰
う
。
初
め
の
二
字
は
圓
滿
覺
者
の
名
、
次
の
二
字
は
開
語
（
※
マ
マ
、「
悟
」
か
）

密
蔵
を
施
す
甘
露
の
稱
、
次
の
二
字
は
大
多
勝
に
就
い
て
義
を
立た

つ
。
次
の
二
字
は
定
慧
に
約
し
て
名
を
樹た

て
、
次
の
三
は
所
作

已イ

辨
に
就
い
て
号な

と
爲し

、
次
の
二
は
處
中
に
拠よ

（
※
原
文
は
旁
の
上
に
「
虍
」
あ
る
異
体
字
）
っ
て
義
を
表
し
、
次
の
二
は
貫
線セ

ン

攝セ
ウ

持
等

を
以
っ
て
字
を
顯
わ
す
。
若
し
揔
義
を
以
っ
て
説
か
ば
、
皆
、
人
法
喩
を
具
せ
り
。
斯
れ
則
ち
大
般
若
波
羅
蜜
多
菩
薩
の
名
な
り
。

即
ち
是
れ
人
な
り
。
此
の
菩
薩
に
法
曼
荼
羅
眞
言
三
摩
地
門
を
具
す
。
一
一
の
字
、
即
ち
法
な
り
。
此
の
一
一
の
名
は
皆
、
世
間

淺
名
を
以
っ
て
法
性
深
号
を
表
す
。
即
ち
是
れ
喩
な
り
（
※
左
傍
訓
「
た
と
え
な
り
」
）
。
此
の
三
摩
地
門
の
佛
、
鷲
峯
山
に
在い

ま
し
て
、

鶖
子
等
の
爲
に
之
を
説
き
た
ま
う
。
此
の
經
に
數

あ
ま
た

の
翻
譯
あ
り
。
第
一
に
羅
什
三
蔵
の
譯ヤ

ク

。
今
の
所
説
の
本
、
是
れ
な
り
。
次
に

唐ト

の
遍
覺
三
蔵
の
翻
。
題

な
ら
び

に
佛
説
摩
訶
の
四
字
無
く
、
五
蘊
の
下
に
等
の
字
を
加
え
、
遠
離
の
下
に
一
切
の
字
を
除
く
。
陀
羅
尼

の
後
に
功
能
無
し
。
次
に
大
周
の
義
浄
三
蔵
の
本
（
※
朱
カ
ナ
「
に
は
」
）
、
題
に
摩
訶
の
字
を
省は

ぶ

け
り
。
眞
言
の
後
に
功
能
を
加
え
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た
り
。
又
、
法
月
及
び
般
若
兩
三
蔵
の
翻
に
は
、
並
び
に
序
分
流
通
有
り
。
又
、
陀
羅
尼
集
經
の
第
三
巻
に
此
の
眞
言
法
を
説
く

に
、
經
の
題
、
羅
什
と
同
な
り
。
般
若
心
と
言
う
者は

、
此
の
菩
薩
に
身
心
等
の
陀
羅
尼
有
り
、
是
の
經
の
眞
言
は
即
ち
大
心
呪
な
り
。

此
の
心
眞
言
に
依
っ
て
、
般
若
心
の
名
を
得う

。
或あ

る
ひ
と
の
（
※
朱
左
送
り
カ
ナ
「
（
あ
）
る
が
」
）
云
わ
く
、
大
般
若
經
の
心
要
を
略

出
せ
る
故
に
心
と
名
づ
く
、
是
れ
別
會エ

の
説
に
あ
ら
ず
（
云
云
）
。
所い

わ

謂ゆ
る

、
龍
に
虵
の
鱗

い
ろ
く
づの

有
る
が
如
し
。
此
の
經
に
揔
じ
て
五
分

有
り
。
第
一
に
人
法
揔
通
分
、
觀
自
在
よ
り
度
一
切
苦
厄
に
至
る
ま
で
、
是
れ
な
り
。
第
二
に
分
別
諸
乗
分
、
色
不
異
空
よ
り
無

所
得
故
に
至
る
ま
で
、
是
れ
な
り
。
第
三
に
行
人
得
益
分
、
菩
提
薩
埵
よ
り
三
藐
（
※
原
文
は
旁
を
「
狠
」
に
作
る
）
三
菩
提
に
至
る

ま
で
、
是
れ
也
。
第
四
に
揔
歸
持
明
分
、
故
知
般
若
よ
り
眞
實
不
虚
に
至
る
ま
で
、
是
れ
也
。
第
五
に
秘
蔵
眞
言
分
、

 
 

 

よ
り

 

に
至
る
ま
で
、
是
れ
也
。
第
一
の
人
法
揔
通
分
に
五
つ
有
り
、
因
行
證
入
時
、
是
れ
也
。
觀
自
在
と
言
う
は
能
行
の
人
。

即
ち
此
の
人
は
本
覺
の
菩
提
を
因
と
爲す

。
深
般
若
は
能
所
の
觀
法
。
即
ち
是
れ
行
な
り
。
照
空
は
則
ち
能
證
智
、
度
苦
は
則
ち
所

得
果
、
果
は
即
ち
入
な
り
。
彼
の
敎
に
依
る
人
、
智
無
量
な
り
。
智
の
差
別
に
依
っ
て
、
時
亦
多
し
。
三
生
三
劫
六
十
百
妄モ

ウ

執シ
ウ

差
別
、

是
れ
を
時
と
名
づ
く
。
頌
に
曰
く
、

觀
人
、
智
慧
を
修
し
て　
　

深
く
五
衆
の
空
を
照
ら
す　
　

歴
劫
修
念
の
者　
　

煩
を
離
れ
て
一
心
に
通
ず

第
二
の
分
別
諸
乗
分
に
亦
五
つ
あ
り
。
建コ

ン

絶
相
二
一
、
是
れ
也
。
初
め
に
建
と
者
は
、
所
謂
、
建
立
如
來
の
三
摩
地
門
、
是
れ
な
り
。

色
不
異
空
よ
り
亦
復
如
是
に
至
る
ま
で
、
是
れ
也
。
建
立
如
來
は
即
ち
普
賢
菩
薩
の
秘
号ガ

ウ

な
り
。
普
賢
圓
の
因
は
圓
融
の
三
法
を

以
っ
て
宗
と
爲す

。
故
に
以
っ
て
之
を
名
づ
く
。
又
、
是
れ
一
切
如
來
菩
提
心
行
願
の
身
な
り
。
頌
に
曰
く
、

色
空
、
本
よ
り
不
二
な
り　
　

事
理
、
元も

と

よ
り

來
こ
の
か
た

同
な
り　
　

無
礙
に
し
て
三
種
を
融
ず　
　

金
水
の
喩
え
、
其
の
宗
な
り

二
に
絶
と
者
は
、
所
謂
、
無
戲
論
如
來
三
摩
地
門
、
是
れ
也
。
是
れ
諸
法
空
相
よ
り
不
増
不
減
に
至
る
ま
で
是
れ
な
り
。
無
戲
論

如
來
と
言
う
は
、
即
ち
文
殊
菩
薩
の
密
号
な
り
。
文
殊
の
利
劍
（
※
原
文
は
部
首
を
「
刃
」
）
は
能
く
八
不
を
揮ふ

る

っ
て
、
彼
の
妄モ

ウ

執シ
ウ

の

心
を
絶
つ
。
是
の
故
に
以
っ
て
名
づ
く
。
頌
に
曰
く
、

八
不
に
（
※
送
り
カ
ナ
朱
）
諸
戲
を
絶た

つ　
　

文
殊
は
是
れ
彼
の
人
な
り　
　

獨
空
畢ヒ

ツ

竟
の
理　
　

義
用
、
最
も
幽ユ

ウ

真
な
り
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三
に
相
と
者
は
、
所
謂
（
※
朱
右
肩
注
「
法
相
」
）
、
摩
訶
梅バ

イ

多
羅
冒
地
薩
（
※
原
文
は
異
体
字
）
怛ト

嚩バ

の
三
摩
地
門
、
是
れ
也
。
是
故
空

中
無
色
よ
り
無
意
識
界
に
至
る
ま
で
（
※
「
ま
で
」
二
字
朱
）
、
是
れ
也
。
大
慈
の
三
昧
は
樂ラ

ク

を
與
う
る
を
以
っ
て
宗
と
爲し

、
因
果
を

示
す
を
誡

い
ま
し
め（

※
原
文
は
異
体
字
）
と
爲す

。
相
性
別
論
し
、
唯
識
、
境
を
遮
す
。
心
、
只
、
此
れ
に
在
り
。
頌
に
曰
く
、

二
我
、
何
れ
の
時
に
か
断
つ　
　

三
祇
に
法
身
を
證
す　
　

阿
陀
は
是
れ
識
の
性
な
り　
　

幻
ク
エ
ン

影ヤ
ウ

は
即
ち
名
賓ヒ

ン

（
※
原
文
は
異
体
字
）

な
り

四
に
二
と
者
は
、
唯
蘊
無
我
拔バ

ツ

業
因
種
、
是
れ
也な

り

。
是
れ
即
ち
二
乗
三
摩
地
門
也
。
無
無
明
よ
り
無
老
死
盡
に
至
る
ま
で
、
即
ち

是
れ
因
縁
佛
の
三
昧
な
り
。
頌
に
曰
く
、

風
葉
に
因
縁
を
知
る　
　

輪
迴
、
幾
く
の
年
に
か
覚
る　
　

露
花
に
種
子
を
除
く　
　

羊
鹿ロ

ク

、
号な

、
相
い
連
な
れ
り

無
苦
集
滅
道
、
此
れ
是
の
一
句
五
字
は
、
即
ち
依
聲
得
道
の
三
昧
な
り
。
頌
に
曰
く
、

白
骨
に
我
、
何

い
づ
く

ん
か
在
る　
　

青
瘀ヲ

に
人
、
本
よ
り
無
し　
　

吾
が
師
は
是
れ
四
念
な
り
（
※
「
な
り
」
二
字
朱
）　
　

羅
漢
、
亦
、

何
ぞ
虞た

の

し
ま
む

五
に
一
と
者
は
、
阿
哩
也
嚩
路
枳
帝
冒
地
薩
怛
嚩
の
三
摩
地
門
也
。
無
智
と
い
う
よ
り
無
所
得
故
に
至
る
ま
で
、
是
れ
也
。
此
の

得
自
性
清
淨
如
來
は
、
一
道
清
淨
妙
蓮
不
染
を
以
っ
て
、
衆
生
を
開
示
し
て
、
其
の
苦
厄
を
拔
く
。
智
は
能
達
を
擧
げ
、
得
は
所

證
に
名
づ
く
。
既
に
理
智
を
泯ミ

ム

ず
れ
ば
、
強

あ
な
が
ちに

一
の
名
を
以
っ
て
す
。
法
華
涅
槃
等
、
攝
末マ

ツ

歸
本
の
教
、
唯
、
此
の
十
字
に
含
（
※

原
文
は
異
体
字
）
め
り
。
諸
乗
の
差
別
、
智
者
、
之
を
察
せ
よ
。
頌
に
曰
く
、

蓮
を
觀み

て
自
淨
を
知
り　
　

菓
こ
の
み

を
見
て
心
徳
を
覺
る　
　

一
道
に
能
所
を
泯ミ

ン

ず
れ
ば　
　

三
車
、
即
ち
歸ク

ヰ

黙モ
ク

す

第
三
の
行
人
得
益
分
に
二
有
り
、
人
法
、
是
れ
也
。
初
め
の
人
に
七
有
り
、
前ま

へ

の
六
、
後
の
一
な
り
。
乗
の
差
別
に
隨
っ
て
（
※
「
て
」

一
字
朱
）
、
薩
埵
に
異
有
り
。
故
に
又
、
薩
埵
に
四
有
り
。
愚
識
金
智
、
是
れ
也
。
次
に
又
、
法
に
四
あ
り
。
謂
わ
く
、
因
行
證
入
也
。

般
若
は
即
ち
能
因
（
※
原
文
は
異
体
字
）
能
行
、
無
礙
離
障
は
即
ち
入
涅
槃
、
能
證
覺
智
は
即
ち
證
果
な
り
。
文
の
如
く
思
知
せ
よ
。

頌
に
曰
く
、
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行
人
の
數
は
是
れ
七　
　

重
二
は
彼
れ
之こ

の
法
な
り　
　

圓
寂
と
菩
提
と　
　

正
依
、
何
事
か
乏
し
か
ら
む

第
四
の
揔
歸
持
明
分
に
又
三
あ
り
、
名
體
用
な
り
。
四
種
の
咒
明
は
名
を
擧
げ
、
眞
實
不
虚
は
體
を
指
し
、
能
除
諸
苦
は
用イ

ウ

を
顯
す
。

名
を
擧
ぐ
る
中
に
、
初
め
の
是
大
神
咒
は
聲
聞
の
眞
言
、
二
は
縁
覺
の
眞
言
、
三
は
大
乗
の
眞
言
、
四
は
秘
蔵
の
眞
言
な
り
。
若

し
通
義
を
以
っ
て
は
、
一
一
の
眞
言
に
皆
、
四
の
名
を
具
す
れ
ど
も
、
略
し
て
一
隅
を
示し

め

す
。
圓
智
の
人
、
三
即
歸
一
せ
よ
。
頌

に
曰
く
、

揔
持
に
文
義
有
り　
　

忍
咒
、
悉
く
持
明
な
り　
　

聲
字
と
人
法
と　
　

實
相
と
に
此
の
名
を
具
せ
り

第
五
の
秘
蔵
眞
言
分
に
五
有
り
。
初
め
の

 

は
聲
聞
の
行
果
を
顯
し
、
二
の

 

は
縁
覺
の
行
果
を
擧
げ
、
三
の

 
 

は
諸

大
乗
最
勝
行
果
を
指
し
、
四
の

 
 

 

は
眞
言
曼
（
※
原
文
は
異
体
字
）
荼
羅
具
足
輪
圓
行
果
を
明
か
し
、
五
の

ホ
ウ 

ヂ 

ソ 

ハ
カ

は

上
の
諸
乗
究
竟
菩
提
證
入
義
（
※
原
文
は
異
体
字
）
を
説
（
※
原
文
は
異
体
字
、
以
下
同
）
く
。
句
義
、
是
く
の
如
し
。
若
し
字
相
義
等
に
（
※

「
に
」
一
字
朱
）
約
し
て
之
を
釋
せ
ば
、
無
量
人
法
等
の
義
有
り
。
劫
を
歴
と
も
盡
し
難
し
。
若
し
要
聞
の
者
は
、
法
に
依
っ
て
更
に

問
え
。
頌
に
曰
く
、

眞
言
は
不
思
議
な
り　
　

觀
誦
す
れ
ば
無
明
を
除
く　
　

一
字
に
千
理
を
含
せ
り　
　

即
身
に
法
如
を
證
す　
　

行
行
と
し
て
圓
寂ジ

ャ
クに

至
り　
　

去
去
と
し
て
原
初
に
入
る　
　

三
界
は
客
舎
の
如
し　
　

一
心
は
是
れ
本
居
な
り

問
う
、
陀
羅
尼
は
是
れ
如
來
の
秘
密
語
な
り
。
所
以
に
古
の
三
蔵
、
諸
の
䟽シ

ョ

家
、
皆
、
口
を
閇
じ
筆
を
絶
つ
。
今
、
此
の
釋
を
作
る
。

深
く
聖
㫖シ

に
背そ

む

け
り
。
如
來
の
説
法
、
二
種
有
り
。
一
は
顯
、
二
は
秘
な
り
。
顯
機
の
爲
に
多
名
句
を
説
き
、
秘
根
の
爲
に
揔
持

字
を
説
き
た
ま
う
（
※
朱
左
送
り
カ
ナ
「
（
説
）
く
」
）
。
是
の
故
に
、
如
來
自
ら

字

字
等
の
種
種
義
を
説
く
。
是
れ
則
ち
秘
機
の
爲

に
此
の
説
を
作
る
。
龍
猛
無
畏
廣
智
等
、
亦
、
其
の
義
を
説
き
た
ま
え
り
。
能
不
の
間
は
敎
機
に
在
り
耳
。
之
を
説
き
之
を
黙モ

ク

す

る
に
、
並
び
に
佛
意
に
契か

な

え
り
。
問
う
、
顯
密
二
敎
、
其
の
㫖む

ね

、
天
懸
な
り
。
今
、
此
の
顯
經
の
中
に
秘
義
を
説
く
こ
と
、
不
可

な
り
。
醫
王
の
目
に
は
途み

ち

に
觸ふ

れ
て
皆
、
藥
な
り
。
解ゲ

寳
の
人
は
硑

ク
ワ
ウ

（
※
原
文
は
文
字
分
明
な
ら
ず
。
「
礦
」
の
誤
刻
か
）
石

シ
ャ
ク

（
※
左
訓
「
セ

キ
」
）
を
寳
と
見
て
、
知
と
不
知
と
、
何
誰
れ
か
罪
過
を
や
。
又
、
此
の
尊
の
眞
言
儀
軌
觀
法
、
佛
、
金
剛
頂
の
中
に
説
き
た
ま
え
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り
。
此
れ
秘
が
中
の
極
秘
な
り
。
應
化
の
釋
迦
、
給
孤
園
に
在
し
て
、
菩
薩
天
人
の
爲
に
、
畫
像
壇
法
眞
言
手
印
等
を
説
き
た
ま
う
。

亦
、
是
れ
秘
密
な
り
。
陀
羅
尼
集
經
第
三
巻
、
是
れ
な
り
。
顯
密
は
人
に
在
り
。
聲
字
は
即
ち
非
な
り
。
然
も
猶
お
、
顯
が
中
の
秘
、

秘
中
の
極
秘
な
り
。
淺
深
重
重
な
る
耳
。

我
、
秘
密
眞
言
義
に
依
っ
て　
　

略
し
て
心
經
五
分
の
文
を
讃
ず

一
字
一
文
、
法
界
に
遍
じ　
　

無
終
無
始
に
し
て
、
我
が
心
分
な
り

翳エ
イ

眼
の
衆
生
は
盲
（
※
原
文
は
異
体
字
）
し
て
見
ず　
　

曼
（
※
原
文
は
異
体
字
）
儒
般
若
、
能
く
紛
を
解と

く

斯
の
甘
露
を
灑
い
で
、
迷
者
を
霑
す　
　

同
じ
く
無
明
を
断
じ
て
魔
軍
を
破
せ
ん

般
若
心
經
秘
鍵

時
に
弘
仁
九
年
の
春
に
天
下
大
疫エ

キ

す
。
爰
に
帝

皇
ク
ワ
ウ

自
ら
、
黄
金
を
筆
端
に
染そ

め
、
紺
紙
を
爪セ

ウ

掌
に
握に

ぎ

っ
て
（
※
左
訓
不
詳
）
、
般
若

心
經
一
巻
を
書
冩
し
奉
る
。
予
、
講
讀
の
撰
に
範の

と

り
て
、
經
旨
の
宗
を
綴つ

づ

る
。
未
だ
結
願
の
詞
を
吐
か
ざ
る
に
、
蘇
生
の
族

や
か
ら

、
途

に
于

た
た
ず

む
。
夜
、
變
じ
て
、
日
光
、
赫
赫
た
り
。
是
れ
愚
身
が
戒
徳
に
非
ず
、
金
輪
御
信
力
の
所
爲
也
。
但
し
神
舎
に
詣
（
※
原
文
は

異
体
字
）
せ
ん
輩
（
※
原
文
は
異
体
字
）
は
、
此
の
秘
鍵
を
誦
じ
奉
る
べ
し
。
昔
、
予
、
鷲
峯
説
法
の
莚
に
陪
っ
て
、
親

ま
の
あ
たり

是
の
深
文

を
聞
き
き
。
豈あ

に

、
其
の
義
に
達
せ
ざ
ら
ん
や
而
已
み
。

入
唐
沙
門
空
海
上
表

（
文
責
・
編
集
、
元
密
教
文
化
研
究
所
事
務
室
長
兼
専
門
員
、
甲
田
博
史
）
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ワ
ー
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〉
般
若
心
経
秘
鍵
、
高
野
版
、
空
海
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